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論文内容の要旨




第 l 章では、原子力発電所の長期運転と 2 相ステンレス鋳鋼に関わる課題について整理し、本研究の目的と意義に
ついて述べた。
























(1)集束型探触子と 2 振動子探触子それぞれの超音波集束能力を生かした大型 2 振動子探触子により、 2 相ステンレ
ス鋳鋼中の欠陥に対して極めて高い検出感度を得ることができているo また、新しく開発した専用の局部水浸治
具により、この探触子の自動駆動機構への搭載が可能になり、自動超音波探傷を行っている。得られた探傷デー
タを平面表示 (C スコープ)、断面表示 (B 、 D スコープ)することで、欠陥信号の空間的広がりを容易に視覚
的に確認できるようになり、試験体中に導入した全ての欠陥を検出することができている。








ターに測定しているo 測定にあたっては、同一位置における熱時効前後の SH 波の到達時間差ムt をエコーオー
バラップ法を用いて観察する手法を考案し、熱時効による超音波音速変化が0.05%以下の精度で測定できること
を明らかにしている。さらに考案した音速変化のパラメータームt/T が、 2 相ステンレス鋳鋼の機械的性質変
化を表わす平均的な剛性率の変化(ムG) の割合と良く一致していること、よるシャルビー衝撃吸収エネルギー
Cv の減少、ビッカース硬さ Hv の増加データと相関を示していることを明らかにしている口
以上のように、本論文は、 2 相ステンレス鋳鋼の欠陥検出、熱時効による機械的性質変化の診断に関する新しい手
法の開発に成功し、原子力発電所の長期運転に関し、安全性、信頼性向上に寄与するところが大き L、。よって、本論
文は、博士論文として価値あるものと認める。
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